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１.<<データフレームの投影法の変更>> 
①表示タブ→データフレームプロパティをクリック 

 
②座標系タブ 
 大きく「お気に入り」、「地理座標系」、「投影座標系」のフォルダに分かれる。 
 「お気に入り」フォルダにはよく使用する座標系を登録することができる。 
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1-1 <UTM54 JGD2000 を選択したい場合> 
①投影座標系フォルダを開く 

 

 
②UTM 座標系フォルダを開く 
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③アジアフォルダを開く 

 
 
④UTM 座標系 第 54 帯 N (JGD2000) 
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1-2 <JGD2000 を選択したい場合> 
①地理座標系フォルダを開き、アジアフォルダをクリック 

 
 
②下の方にスクロールし、日本測地系 2000(JGD2000)を選択 
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1-3 < WGS84 を選択したい場合> 
①地理座標系フォルダを開く 

 
 
②世界フォルダを開く 

 
 
③WGS1984 を選択する 
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２.<<フィーチャの色やシンボルの変更>> 
2-1.<単色で変更したい場合> 
①色を変更したいフィーチャを選択し、右クリックをしてプロパティを開く 

 
 
2-1 <単色で色を変更したい場合> 
①レイヤプロパティウィンドウが立ち上がるので、シンボルをクリック 
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②フィーチャ内(塗りつぶし)の色、線(アウトライン)の色を選択できるので、好みの色に変

更する。 
 フィーチャ内または線を透過させたい場合は、それぞれのカテゴリーで色なしを選択し

て OK をクリック。 

 

 
③適用をクリックし、OK をクリック。 
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③～フィーチャ内(塗りつぶし)を色なしにした場合～ 

 
 
 
2-2 <属性内情報の種類ごとに色を変更したい場合> 
①シンボルタブ内、カテゴリを選択し、フィールド項目で色を変更したい列を選択する。 
 (下記の例は、N03-004 列に市町村名の情報が記載されているため、市町村ごとに色分け

をしたい場合は N03-004 列を選択。) 
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②すべての値を追加をクリックすると、選択した列内に記載されている情報が表示される。 
 適用をクリックして、色を確認したら OK をクリック。 
 色分けの種類を変更したい場合は、カラーランプをクリックし、配色を変更する。 
 

 

 
③～カテゴリごとに色分けした場合～ 
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３.<<属性テーブルの操作>> 
３-１<属性の検索> 
①属性テーブルを確認したいフィーチャ名を選択し右クリック、属性テーブルを開くをク

リック 

 

 
②検索アイコンをクリックし、属性検索ウィンドウを立ち上げる。 
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③検索したい情報に合わせて、クエリ(式)を入力する。 
 下記の例は、特定の市町村を抽出したい場合である。 
 市町村情報が入力されている列(N03-004)をダブルクリックし、イコール(＝)をクリック、 

 
 
④個別情報の取得をクリックすると、N03-004 内の情報が表示されるので、 
 検索したい市町村名を探してダブルクリックして適用をクリック。 
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⑤テーブル内で検索にヒットしたフィーチャが選択される。 
 選択レコードを表示をクリックすると、選択したフィーチャだけの一覧が表示される。 

 

 
⑥～検索後、ウィンドウを閉じた場合～ 
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３-２.<フィーチャごとの面積を計算する> 
①属性テーブルを確認したいフィーチャ名を選択し右クリック、属性テーブルを開くをク

リック 

 

②テーブルオプション→フィールドの追加をクリック 
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③新規に追加するフィールドについてのウィンドウが立ち上がるので、列名となる名前を

入力し、タイプを選択する。 
 タイプについては、新しく入力したい情報によって選択する。 
 今回は面積を計算したいので、Float を選択。 

• Short integer → 1-5ケタまでの小数値を含まない数値 

• Long integer → 6-10ケタまでの小数値を含まない数値 

• Float → 1-6ケタまでの小数値を含む数値 

• Double → 7ケタ以上の小数値を含む数値 
• Text → 文字情報 
• Date → 日付情報 
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④空のフィールドが追加される。 

 
⑤面積を計算し、新しく追加したフィールドに情報を追加する。 
 新規フィールドの名前部分で右クリックし、ジオメトリ演算をクリック。 
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⑥下記画面のように設定する。 

 
 
⑦下記のような注記が出るので、Yes を選択 
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⑧～計算結果がフィールドに追加される～ 
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４.<<バッファを作成する>> 
①ジオプロセシングツール内バッファツールを選択 

 
②下記のようにパラメータを設定する。 

 

 
 
 
 

 バッファを作成したいフィーチャを選択 

 作成したバッファを保存するフォルダを
選択し、フィーチャ名を設定 

 バッファの作成サイズを入力 

 その他パラメータは状況に応じて設定 
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③～作成されたバッファ～ 
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５.<<空間結合>> 
①ArcToolBox を開き、解析ツール→オーバーレイ→空間結合をクリック 

 
 
②空間結合ウィンドウが立ち上がるので、下記のようにパラメータを設定し、OK をクリッ

ク。 

 

 空間結合元としたいフィーチャを選択 

 空間結合先としたいフィーチャを選択 

 新規作成される結合後のフィーチャの
保存先を指定し、名前を入力する。 

 その他パラメータは目的にあわせて 
設定する。 
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③～結合結果として新規作成されたフィーチャ～ 
見た目には変化はない。 

 
④属性テーブルを開くと、結合したフィーチャの情報が付加されていることが分かる。 
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６.<<データをエクスポート(出力)>> 
①新規データとして保存したいフィーチャを選択し、右クリック。 
 データ→データのエクスポートをクリック。 

 
 
②エクスポートのウィンドウが立ち上がるので、出力先(保存フォルダ)を選択して名前を入

力し、OK で保存完了。 

 

 
③指定したフォルダにデータが保存されているか、確認する。 
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７.<<背景データの追加>> 
①ツールバーより、データの追加アイコンを探し、▼ボタンをクリック 

 

②ベースマップの追加をクリック 

 
③衛星画像や地形図、オープンストリートマップなど目的に合わせて背景データを選択 
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④～衛星画像を選択した場合～ 

 
 
④～オープンストリートマップを選択した場合～ 
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８.<<ジオプロセシングツール>> 
8-1.<ディゾルブ(融合)> 
①ジオプロセシングタブのディゾルブをクリック 

 
②ウィンドウが立ち上がるので、パラメータを下記のように設定する。 

 
 
今回の例の場合、現在のフィーチャの最小単位は市町村だが、振興局の情報を利用して、振

興局ごとにまとまったデータを作成する。 

 ディゾルブしたいフィーチャを選択 

 新規作成される結合後のフィーチャの
保存先を指定し、名前を入力する。 

 ディゾルブしたい情報が記載されて
いる列を選択 
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③～同じ振興局名の情報が入ったポリゴンがディゾルブされた新規データが作成された～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
８-２.<クリップ（切り抜き）> 
①クリップしたいフィーチャデータをマップに表示する 
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②切り抜く範囲となるフィーチャデータをマップに表示する。 

 

 
③ジオプロセシングタブ→クリップをクリック 
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④ウィンドウが立ち上がるので、下記のように設定する。 

 
 
⑤～河川データを石狩振興局の範囲でクリップし、新規作成されたデータ～ 

 
 
 

 クリップしたいフィーチャを選択 

 

 

切り抜きたい範囲となるフィーチャを選択 

新規作成される結合後のフィーチャの
保存先を指定し、名前を入力する。 
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